
令和３年９月１６日１４時００分
資料配布 近畿地方整備局

近畿圏パーソントリップ調査へのご協力をお願いします！
～人の１日の動きを調査し、将来のまちづくりや交通計画などに活用します～

人の１日の動きを調べる「第６回近畿圏パーソントリップ調査」を９月下旬から１１月にかけ
て実施します。調査票が届きましたら、郵送又はインターネットにて回答いただきますよう、ご
協力をお願いします。

■調査概要
近畿圏パーソントリップ調査は皆様の１日の動き（いつ、どこからどこへ、移動の目的、利用

交通手段など）を調べるもので、調査結果は、将来のまちづくり、交通計画、防災対策等を検討
するための大切な情報となります。
なお、今回は新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴う活動頻度や利用交通手段の変化に

ついてもあわせて調査します。

調査期間 ： 令和３年９月下旬から１１月
対象地域 ： 滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県
調査対象 ： 対象地域に居住する無作為抽出した約４４万世帯のご家族

※ 調査票が届いた世帯の居住者（５歳以上）が調査対象者です。
回答方法 ： 調査票の返送（郵送）またはインターネットによる回答

※ 調査票はすべて個人が特定されない集計データとして処理します。
調査主体 ： 国土交通省 近畿地方整備局、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、

和歌山県、京都市、大阪市、堺市、神戸市
※ 本調査において、国や地方公共団体の職員、調査員等が調査の依頼や調査票回収のた
め、ご自宅への訪問や、電話・電子メールでの調査の依頼、個人や世帯の情報の聞き取
りを行うことは絶対にありません。
統計調査をかたって世帯の情報等を搾取する行為にご注意ください。

＜取扱い＞

＜配布場所＞ 近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ

＜問合せ先＞ （京阪神都市圏交通計画協議会 事務局）
国土交通省 近畿地方整備局 企画部

広域計画課長 吉村 英二 （内線３２１１）
よしむら ひ で じ

建設専門官 藤原 克也 （内線３２１２）
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第６回近畿圏パーソントリップ調査の概要 
 
■ パーソントリップ調査について 

近畿圏パーソントリップ調査は、「いつ」「どこからどこへ」「どのような目的で」「どのような交

通手段を利用して」移動したのかについて調査し、１日の動きを総合的に把握することを目的

として、１０年毎に実施している交通の基礎調査です。 

調査結果は、交通の基礎データとして、将来のまちづくり、地域の交通計画、防災対策な

ど、様々な計画策定に利用されています。 

なお、今回の調査においては、新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴う活動頻度や利

用交通手段の変化についてもあわせて調査します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査概要】 

調査期間  令和３年９月下旬から１１月 

※ 調査票を９月下旬より郵送配布します。調査の対象となる日は、配布す

る調査票に記載された平日、休日各１日です。 

 

対象地域  滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県の全域 

調査対象  対象地域に居住する住民基本台帳から無作為に抽出した約４４万世帯の 

ご家族（５歳以上の方） 

※ 調査対象となる世帯に調査票が届きます。届いた方が調査対象者です 

 

回答方法  郵送及びインターネット 

※ 調査票とともに返信用封筒を同梱しています。 

※ 調査票はすべて個人が特定されない集計データとして処理します。 

※ ご回答の正確なデータ化のため、可能であればインターネットによる 

回答をお願いします。 

 

調査主体  国土交通省近畿地方整備局、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、 

和歌山県、京都市、大阪市、堺市、神戸市 

 

※ 本調査において、国や地方公共団体の職員、調査員等が調査の依頼や調査票回収の

ため、ご自宅への訪問や、電話・電子メールでの調査の依頼、個人や世帯の情報の聞き

取りを行うことは絶対にありません。 



調査項目  ① 世帯票 

・世帯人数   ・居住地   ・世帯保有の自動車、二輪車の台数 

・世帯構成の続柄、性別、年齢、就業形態、移動困難の有無等 

② 個人票 

・外出の有無、在宅勤務等の実施の有無、出発地と目的地、移動目的、 

移動時刻、移動手段等 

 

郵送する調査票（世帯票）                 （個人票） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴う活動の変化等に関する調査について 

新型コロナウイルス感染拡大に影響に伴う活動頻度や利用交通手段の変化について調査

します。 

 

調査期間・対象地域・調査対象  パーソントリップ調査と同様 
 

回答方法  インターネット 

※ 調査票が届いた方が調査対象者です。 
 

調査項目  ① 移動目的（通勤や買物等）毎の活動頻度 

（新型コロナ感染拡大前、現在、収束後における活動頻度） 

        ② 移動目的毎の移動手段の変化 

（電車・バスから自転車に変更したなど） 

見
本 

見
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※調査票が届いた方が調査対象者です。

調査票が届いた方が調査対象者です。

本調査は、郵送により届いた調査票、インターネットの
どちらからでも回答できます。
ご家庭に調査票が届いた場合は、本調査への回答に
ご協力をお願いします。

京阪神都市圏交通計画協議会とは、京阪神都市圏内の国土
交通省、府県･政令指定都市及び関係機関において設立された、
京阪神都市圏における総合的な都市交通計画の推進に必要な
調査研究を行う組織です。
京阪神都市圏は、京都市･大阪市･堺市･神戸市の大都市や大津
市･奈良市･和歌山市などの中核都市が共存する多核型の都
市圏です。

※新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴う活動頻度の変化等に関する調査もあわせて行います。




